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令和4年 和歌山県知事表彰

みやざき

わかやまけんふくわじゅつきょうかい

［ボランティア個人］

宮﨑　外治　様（有田川町）
［ボランティア団体］

和歌山県腹話術協会　様（和歌山市）

そとじ

こ
の
冊
子
は
、

印
刷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
で

「もったいない」を「支えあい」につなげよう～㈱オークワからの精米寄贈～（２～３頁に関連記事）「もったいない」を「支えあい」につなげよう～㈱オークワからの精米寄贈～（２～３頁に関連記事）

・ 夏のボランティア体験月間のご案内
・ 介護福祉士実務者研修受講資金貸付募集のご案内
・ 苦情解決のツボ
・ 令和３年度　和歌山県社協　事業報告・決算報告の概要
・ 赤い羽根共同募金
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・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー
・ 令和4年 和歌山県知事表彰
ふ く し
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機
関
を
訪
問
し
た
り
、
児
童
と
面
接
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
を
退
所
し
た
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
児
童
と
の
関
わ
り
を
継
続
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

過
去
・
現
在
・
未
来
の
共
有

　入
所
し
て
い
る
児
童
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
逆
境
体
験
を
抱
え
て
い
た

り
し
ま
す
。
過
去
の
被
害
体
験
や
傷
つ
き
体
験
等
へ
の
心
理
的
ケ
ア

を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
の
問
題
の
改
善
に
向
け
た
検
討
や
将
来
の

な
り
た
い
自
己
像
を
共
有
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
語
り
と
自
己
決

定
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

心
理
療
法
担
当
職
員
の
や
り
が
い

　施
設
で
は
、
規
則
正
し
い
生
活
や
少
人
数
で
の
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
不
規
則
な
生
活
を
送
っ
て
き

た
児
童
も
多
い
で
す
が
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
や
安
定
し
た
生

活
の
な
か
で
、
児
童
は
ぐ
っ
と
成
長
す
る
時
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

発
育
を
見
る
の
が
や
り
が
い
で
す
。
24
時
間
児
童
を
指
導
し
て
い
る

寮
の
職
員
と
は
異
な
る
目
線
で
、
児
童
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　私
自
身
、
大
学
時
代
に
偶
然
入
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
っ
た
こ
と
が
福
祉
の
仕

事
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
福
祉
に
関

係
す
る
仕
事
を
目
指
さ
れ
る
方
や
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
一
つ
の

き
っ
か
け
や
出
会
い
の
中
で
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　今
回
は
、
児
童
自
立
支
援
施
設
「
和
歌
山
県
立
仙
渓
学
園
」
で
心
理

療
法
担
当
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
岩
田
智
和
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

心
理
療
法
担
当
職
員
に
な
る
ま
で
の
過
程

　平
成
10
年
に
県
の
福
祉
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
仙
渓
学
園
で
児
童

自
立
支
援
専
門
員
と
し
て
勤
務
後
、
新
宮
市
に
あ
る
児
童
相
談
所
、
次

い
で
和
歌
山
市
、
田
辺
市
に
あ
る
児
童
相
談
所
の
児
童
心
理
司
を
経

て
、
平
成
28
年
か
ら
仙
渓
学
園
の
心
理
療
法
担
当
職
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

一
日
の
流
れ

　朝
は
毎
日
の
引
き
継
ぎ
時
に
、
寮
の
職
員
か
ら
昨
日
の
児
童
の
様
子

等
を
聞
き
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
関
係

住 所
T E L
F A X

：紀の川市東三谷900
：0736-77-3172
：0736-77-4740

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

生活の中で
児童を見守る

児童自立支援施設

和歌山県立仙渓学園

心理療法担当職員 岩田　智和さん

わかやまけんりつせんけいがくえん

いわ  た ともかず

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

児
童
自
立
支
援
施
設
と
は

　児
童
自
立
支
援
施
設
は
、不
良
行
為
を
行
っ
た
、あ
る
い
は
行
う
お
そ
れ
の

あ
る
児
童
等
、生
活
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の
自
立
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。

　仙
渓
学
園
の
歴
史
は
古
く
、今
年
で
創
立
1
1
3
年
を
迎
え
ま
し
た
。施
設

内
に
小
・
中
学
校
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、学
校
教
育
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。児

童
が
職
員
と
生
活
を
共
に
し
、基
本
的
な
生
活
習
慣
や
対
人
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
健
全
な
人
間
関
係
を
築
き
、将
来
的
に
地
域
社
会
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
理
療
法
担
当
職
員
と
は

　心
理
療
法
担
当
職
員
は
、心
理
的
ケ
ア
や
問
題
性
の
改
善
等
が
必
要
な
児

童
に
対
し
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
教
育
を
行
い
、心
理
的
安
定
や
自
立
に

向
け
た
心
理
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取材後記
　児童自立支援施設を含む社会的養護の
分野で働く職員が不足しているという話も
お伺いしました。県社協内にある県福祉人
材センター（ハートワーク）での求職者との
マッチングを含め、引き続き連携を強化し
ていきたいと確認しました。

地域福祉の向上、及び災害ボランティア活動事業推進のため、ご寄附
いただきました。心から御礼申し上げます。

ご寄附ありがとうございます。
おおた かずこ おおうら みさお

故 太田　和子　様 • 大浦　操　様

　5月27日、アバローム紀の国（和歌山市）に於いて令和4年和歌山県知事表彰式が執り行われました。
　和歌山県知事表彰は、公共の福祉増進に功労のあった個人・団体を表彰し、功績をたたえることを目的とされています。
　ボランティア功労として、登下校中の子ども達の見守り活動に率先して取り組むなど、地域におけるボランティア活動の推進に尽力
された宮﨑外治様、腹話術を用いて、人権・防災・交通安全等の語りかけを続け、学校や施設への訪問ボランティア活動に尽力された
和歌山県腹話術協会様が受賞されました。

左から
和歌山県腹話術協会会長　宮本様、
宮﨑様、仁坂県知事

県社協のフェイスブックとインスタグラム
を開設しました。
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寄贈をありがとうございます！

協定締結式

　少子高齢化や人口減少とともに、地域や家族、企業等の共同体機能が脆弱化し、
地域住民が抱える生活課題が複雑化・複合化しています。こうした中、国は、制度・分
野ごとの縦割りや「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な
主体が参画し支え合う「地域共生社会」の実現に向けた施策を進めており、国際的に
進められている「SDGs：誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社
会」の理念も相まって、企業のCSR（社会貢献活動）に大きな期待が寄せられています。
　今号では、県内企業による社会貢献活動（地域を支える活動）について紹介します。

　㈱オークワと県社協は、「食品ロスの削減と資源の有効活用」及び「生活に困難を抱えた個人・世帯等への支援をは
じめとする地域福祉の推進」を図るため、令和３年８月23日に連携協定を締結。販売期限を迎えた精米などの商品を
県社協に寄贈いただき、市町村社協を通じて社会福祉施設・団体、こども食堂を運営するボランティア団体・NPO法人
等に配分し、地域福祉の推進に役立てています。
　和歌山市内12店舗でスタートした取組は、実施していくうえでの課題を解決しながら、令和4年6月より和歌山県内
の41店舗に拡大しています。

　㈱セブン-イレブン・ジャパンと和歌山県及び県社協は、令和元年6月12日に「商品寄贈による社会福祉貢献活動 寄
贈品に関する協定」を締結。セブン-イレブン店舗の改装時等に発生する在庫商品の一部を県社協に寄贈いただき、市
町村社協の協力により生活に困難を抱えた世帯や社会福祉に関係する団体・施設等に配分し、地域福祉の推進に役
立てる取組をすすめています。 
　これまで延べ９回、12,000点を超える加工食品や雑貨等を寄贈いただきました。

　（株）フーズファイルでは、コロナ禍で閉じこもりがちになる高齢者を
励まそうと、和歌山市地区社会福祉協議会が実施する「ふれあい配食
サービス」で、和歌山県産の食材を使った特別弁当を提案。令和３年度
は三田、雑賀崎、雑賀、安原、宮前の５地区で実施し、他地区への拡大
に向け取り組んでいます。

㈱オークワの思い
　普段お買い物に来店いただく地域の皆様や、当社を
大きく成長させていただいた地元地域社会のために
何かできることがないかと考え、県社協に相談させて
いただいたことが今回の取組のスタートです。
　各地域のこども食堂や社会福祉施設の他、生活困
窮者支援などのあらゆる地域福祉活動にご活用いた

だき、生活に困られた方の支援に繋がればと考えています。
　【お互いの地域に密着したネットワークを生かして、「もったいない」を
「支えあい」につなげよう】をテーマに、今後も引き続き地元地域の皆様の
ために何かできることはないかと考え、取り組んでまいります。

SDGs×地域共生社会
　地域をつなぐ 地域を支える 企業のチカラ

ともに生きる地域社会の実現をめざして
わ　か　や　ま

お問合せ先 総務企画部 企画班　TEL：073-435-5224

「もったいない」を「支え合い」に
～㈱オークワ、和歌山県社会福祉協議会 「和歌山県における地域福祉活動の推進に係る連携・協力に関する協定」～

商品寄贈で広がる 支え合いの輪
～㈱セブン-イレブン・ジャパン、和歌山県、和歌山県社会福祉協議会 「商品寄贈による社会福祉貢献活動 寄贈品に関する協定」～

食を通じて和歌山を元気に！
～地元食材を活用したふれあい配食サービス～

社会福祉法人いなほ福祉会
コロナウイルス感染予防から施設として外食の

機会を控えているなか、少しでも楽しんでもらえ

る食事の提供に役立たせていただいています。

本当にありがたく、お礼申し上げます。

こども食堂・福祉施設等へ受領＆社協職員による配分調整協定締結式

雑賀崎地区でのお弁当配達

和歌山市社協

　新型コロナウイルス感染症は人々のライフスタイルを大きく変
化させ、外食産業も大きな打撃を受けました。人にとって大切な
「コミュニケーション」の機会が少なくなっているように思います。
このような状況下で、私たちが大切にしなければならないもの、
未来に残すものは何かを考えたとき、今の私たちにできるのは
「一人でも多くの方とつながりながら、食を通じて和歌山を元気
にすること」だと感じています。
　これからもSDGsで掲げられた目標を達成するために、地元企
業として和歌山に貢献できることを考えていきたいと思います。

和歌山産太刀魚や
雑賀地区名産サツ
マイモを使用した天
ぷらをメインに…

お米寄付重量実績表

令和3年8月 令和3年9月 令和3年10月 令和3年11月 令和3年12月 合　計
126kg 294kg 253kg 167kg 286kg 1,126kg

令和4年1月 令和4年2月 令和4年3月 令和4年4月 令和4年5月 合　計
102kg 58kg 68kg 79kg 97kg 404kg

九度山町
食事サービス
ボランティアの会
まごころ弁当に

大切に使わせて

いただき、町内

の高齢者の方々

に喜んでいただ

けるようこれか

らも活動を頑張

ります。

オークワ
オリジナルキャラクター
クワノミちゃん

㈱フーズファイル
代表取締役

大里　公子 様
おおさと きみこ
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SDGs×地域共生社会
　地域をつなぐ 地域を支える 企業のチカラ

ともに生きる地域社会の実現をめざして
わ　か　や　ま

お問合せ先 総務企画部 企画班　TEL：073-435-5224

「もったいない」を「支え合い」に
～㈱オークワ、和歌山県社会福祉協議会 「和歌山県における地域福祉活動の推進に係る連携・協力に関する協定」～

商品寄贈で広がる 支え合いの輪
～㈱セブン-イレブン・ジャパン、和歌山県、和歌山県社会福祉協議会 「商品寄贈による社会福祉貢献活動 寄贈品に関する協定」～

食を通じて和歌山を元気に！
～地元食材を活用したふれあい配食サービス～

社会福祉法人いなほ福祉会
コロナウイルス感染予防から施設として外食の

機会を控えているなか、少しでも楽しんでもらえ

る食事の提供に役立たせていただいています。

本当にありがたく、お礼申し上げます。

こども食堂・福祉施設等へ受領＆社協職員による配分調整協定締結式

雑賀崎地区でのお弁当配達

和歌山市社協

　新型コロナウイルス感染症は人々のライフスタイルを大きく変
化させ、外食産業も大きな打撃を受けました。人にとって大切な
「コミュニケーション」の機会が少なくなっているように思います。
このような状況下で、私たちが大切にしなければならないもの、
未来に残すものは何かを考えたとき、今の私たちにできるのは
「一人でも多くの方とつながりながら、食を通じて和歌山を元気
にすること」だと感じています。
　これからもSDGsで掲げられた目標を達成するために、地元企
業として和歌山に貢献できることを考えていきたいと思います。

和歌山産太刀魚や
雑賀地区名産サツ
マイモを使用した天
ぷらをメインに…

お米寄付重量実績表

令和3年8月 令和3年9月 令和3年10月 令和3年11月 令和3年12月 合　計
126kg 294kg 253kg 167kg 286kg 1,126kg

令和4年1月 令和4年2月 令和4年3月 令和4年4月 令和4年5月 合　計
102kg 58kg 68kg 79kg 97kg 404kg

九度山町
食事サービス
ボランティアの会
まごころ弁当に

大切に使わせて

いただき、町内

の高齢者の方々

に喜んでいただ

けるようこれか

らも活動を頑張

ります。

オークワ
オリジナルキャラクター
クワノミちゃん

㈱フーズファイル
代表取締役

大里　公子 様
おおさと きみこ



県社協“発”
～県社会福祉協議会
から事業の案内や
報告等を発信
　します！～

申
出
人
の
話
を
と
に
か
く

聞
く

◆
申
出
人
が
興
奮
し
て
い
る

と
き

　
□
真
摯
な
態
度
で
聞
く

　
□
場
所
を
変
え
る
、間
を
置
く

　
□
第
三
者
を
同
席
さ
せ
る
、等

◆
対
面
の
場
合

　
□
相
談
室
利
用（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
）

◆
初
対
面
の
場
合

　
□
受
付
担
当
者
の
名
前
等
を
明
示

◆
重
要
な
こ
と
を
後
で
整
理

　
□
必
ず
記
録
を
残
す

申
出
人
は
何
を
望
ん
で
い
る
の
か

◆
申
出
人
の
話
を
ひ
と
と
お
り
聞
く

　
□
申
出
人
の「
不
快
」や「
不
便
」に
謝
意
を

表
す

　
□
申
出
人
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

◆
申
出
人
か
ら「
良
い
」「
悪
い
」の
判
断
を
求
め

ら
れ
た
と
き

　
□
受
付
時
点
で
の
判
断
は
避
け
る

　
□
ど
う
で
あ
っ
た
ら「
良
い
」と
思
う
の
か
を

確
認
す
る

　
□
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
即
答
し
な
い

申
出
人
に
取
扱
い
を
確
認
す
る

◆
報
告
等
へ
の
了
解
を
得
る

　
□
苦
情
解
決
責
任
者
や
第
三
者
委
員
に
報

告
す
る
こ
と
の
了
解
を
得
る

　
□
事
実
確
認
を
行
う
こ
と
の
了
解
を
得
る

　
□
事
実
確
認
の
過
程
で
再
度
申
出
人
に
確

認
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

　
□
事
実
確
認
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は

聞
い
て
お
く
（
で
き
る
だ
け
）

　
□
申
出
人
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
氏
名
、

連
絡
方
法
を
確
認
す
る

苦
情
解
決
責
任
者
や
第
三
者
委
員
と
の
話
し

合
い
を
希
望
す
る
か
を
確
認
す
る

　
□
解
決
期
限
や（
次
の
）話
し
合
い
の
時
期

等
の
希
望
を
確
認
す
る

　
□
そ
の
場
で
、
具
体
的
な
日
時
や
場
所
を

約
束
し
な
い

理
不
尽
な
要
求
に
対
し
て

　
□
要
求
を
断
る

　
□
説
明
を
繰
り
返
す

　
□
要
求
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る（「
納
得
・
了

解
」は
困
難
）

解 ツ ボの苦
決情

県ボランティアセンター（県社協内）　和歌山市手平2-1-2和歌山ビッグ愛7階
TEL：073－435－5220  FAX：073－435－5221
E-mail：waken-vc@shakyo.com　HP:https://www.wakayamakenshakyo.or.jp/

お問合せ先

県
福
祉
サ
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ビ
ス
運
営
適
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委
員
会
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E
L：
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3
-4
3
5
-5
5
2
7

F
A
X：

0
7
3
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3
5
-5
5
8
4

e-m
ail：

kujou@wakayam
akenshakyo.or.jp

お問合せ先

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金

令
和
４
年
度
第
２
期
を
募
集
し
て
い
ま
す

返還免除
付き

お問合せ先

地
域
福
祉
部 

生
活
資
金
班

T
E
L：

0
7
3
-4
3
5
-5
2
2
3

　
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る

方
法
の
一
つ
に
、「
介
護
職
の
実
務
経
験
3

年
以
上
＋
実
務
者
研
修
の
修
了
」が
あ
り
ま

す
。

　
県
社
協
で
は
、介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

を
受
講
す
る
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
を
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、８
０
0
名
の

方
が
利
用
さ
れ
、既
に
86
名
の
方
が
返
還
免

除
さ
れ
て
い
ま
す
。

貸
付
け
の
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

①
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、研
修
修
了
後
、

県
内
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
対
象
業
務

に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
。

・
借
入
申
込
の
時
点
で
、既
に
実
務
者
研
修

を
修
了
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

②
県
内（
居
住
、従
事
場
所
、養
成
施
設
の
い

ず
れ
か
）に
限
り
ま
す
。

・
借
入
申
込
み
に
あ
た
り
、連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

貸
付
限
度
額

　
金
20
万
円
以
内（
1
回
限
り
） 

　
無
利
子

・
貸
付
審
査
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、す
べ
て

の
方
に
貸
付
け
を
行
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

第
２
期：

7
月
1
日
〜
8
月
31
日

第
３
期：

10
月
3
日
〜
11
月
30
日

第
４
期：

1
月
4
日
〜
2
月
28
日

・
対
象
は
各
募
集
開
始
月
の
１
日
時
点
で
受

講
中 

ま
た
は 

申
込
時
点
で
受
講
が
決
定

し
て
い
る
方
で
す
。

・
募
集
期
間
は
、施
設
・
事
業
所
を
通
じ
て
県

社
協
に
書
類
を
提
出
す
る
期
間
で
す
。施

設
・
事
業
所
に
は
、別
途
施
設
・
事
業
所
が

定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

返
還
免
除
の
要
件

　
実
務
者
研
修
を
修
了
後
、介
護
福
祉
士
と

し
て
、県
内
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
介
護

等
の
業
務
に
、引
き
続
き
２
年
従
事
し
た
場

合
、返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

借
入
申
込
手
続
き

　
申
込
書
類
一
式
を
、介
護
業
務
に
従
事
し
て

い
る
施
設
・
事
業
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
当
該
施
設
等
の
長
の
推
薦
が
必
要

で
す
。）

・
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
県
社
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　夏のボランティア体験月間事業（通称「ナツボラ・サマボラ」）は、休暇を取りやすい7月から8月
の夏の期間を利用して、多くの方々にボランティア活動を体験していただく取組です。
　福祉・ボランティアへの関心を育むプログラムの企画・実践を行い、様々なボランティア活動が
県内各地域で交流・展開されることを目的に実施します。

　社会福祉協議会では、様々な体験プログ
ラムを募集しています。
　施設・団体の活動への理解や、応援してくれる人に出
会うきっかけにもつながりますので、ぜひ、この機会にボ
ランティア体験プログラムの企画書をお寄せください。
　「体験プログラム企画書」は、電子メール又はGoogle
フォームで受付しています。

　県内各地の福祉施設、ボランティ
アグループ、NPO団体などの協力に
より、ボランティア活動をより気軽
に、より身近に体験できるプログラ

ムが用意されます。
　ぜひ、この機会に、あなたもボランティア活動に
参加してみませんか。
　体験プログラムは、県ボランティアセンターや
市町村社会福祉協議会のホームページ等に掲載
します。
　参加方法は、参加希望者が直接、施設や団体に
申し込んでください。

夏のボランティア体験月間のご案内 企画＆参加者募集

参加者
募集

社会福祉施設、ボランティアグループ、
企業団体やNPO団体のみなさまへ

企画
募集

　
苦
情
は
、事
業
者
段
階
で
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
社
会
福
祉
法
第
82
条
）。

苦
情
受
付
担
当
者
の
留
意
点

https://forms.gle/UbS2xGuSLpJ66aCP8Google
フォーム
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に
書
類
を
提
出
す
る
期
間
で
す
。施

設
・
事
業
所
に
は
、別
途
施
設
・
事
業
所
が

定
め
る
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

返
還
免
除
の
要
件

　
実
務
者
研
修
を
修
了
後
、介
護
福
祉
士
と

し
て
、県
内
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
介
護

等
の
業
務
に
、引
き
続
き
２
年
従
事
し
た
場

合
、返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

借
入
申
込
手
続
き

　
申
込
書
類
一
式
を
、介
護
業
務
に
従
事
し
て

い
る
施
設
・
事
業
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
当
該
施
設
等
の
長
の
推
薦
が
必
要

で
す
。）

・
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
県
社
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　夏のボランティア体験月間事業（通称「ナツボラ・サマボラ」）は、休暇を取りやすい7月から8月
の夏の期間を利用して、多くの方々にボランティア活動を体験していただく取組です。
　福祉・ボランティアへの関心を育むプログラムの企画・実践を行い、様々なボランティア活動が
県内各地域で交流・展開されることを目的に実施します。

　社会福祉協議会では、様々な体験プログ
ラムを募集しています。
　施設・団体の活動への理解や、応援してくれる人に出
会うきっかけにもつながりますので、ぜひ、この機会にボ
ランティア体験プログラムの企画書をお寄せください。
　「体験プログラム企画書」は、電子メール又はGoogle
フォームで受付しています。

　県内各地の福祉施設、ボランティ
アグループ、NPO団体などの協力に
より、ボランティア活動をより気軽
に、より身近に体験できるプログラ

ムが用意されます。
　ぜひ、この機会に、あなたもボランティア活動に
参加してみませんか。
　体験プログラムは、県ボランティアセンターや
市町村社会福祉協議会のホームページ等に掲載
します。
　参加方法は、参加希望者が直接、施設や団体に
申し込んでください。

夏のボランティア体験月間のご案内 企画＆参加者募集

参加者
募集

社会福祉施設、ボランティアグループ、
企業団体やNPO団体のみなさまへ

企画
募集

　
苦
情
は
、事
業
者
段
階
で
の
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
社
会
福
祉
法
第
82
条
）。

苦
情
受
付
担
当
者
の
留
意
点

https://forms.gle/UbS2xGuSLpJ66aCP8Google
フォーム
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※研修の受講には、受講料がかかります。 ※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、直接お問合せください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内）
TEL：073－435－5210

お
問
合
せ
先

発達障がい児・者処遇研修（応用編）
開催日時
会 場

／8月2日㈫ 10：25～16：00
／オンライン ／7月12日㈫（必着）受講申込期限

児童の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／8月10日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／7月20日㈬（必着）受講申込期限

アンガーマネジメント研修
アサーティブコミュニケーション研修
開催日時
会 場

介護技術研修（基礎）
開催日時
会 場

／8月24日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月3日㈬（必着）受講申込期限

感染症予防対策研修
開催日時
会 場

／9月7日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月17日㈬（必着）受講申込期限

高齢者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／9月14日㈬ 10：25～16：00
／上富田文化会館 ／8月24日㈬（必着）受講申込期限

お問合せ（土・日・祝日を除く、9時～17時まで）

　豊富な知識や経験､資格や技能を持っ
た高齢者がたくさん登録されています。
　地域でのお手伝い､イベントや学習会､
学校行事などで活用してみませんか！

わかやま元気シニア生きがいバンク

わかやま元気シニア生きがいバンク

□人材を探す　□活動のご依頼
□バンクへの登録　 WEBで検索！

わかやま元気シニア生きがいバンクわかやま元気シニア生きがいバンク

高齢者の生きがいづくり

073‒435‒5214 info@akaihane-wakayama.or.jpメール

https://www.akaihane-wakayama.or.jp/Ｈ Ｐ

赤
い
羽
根

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
支
援
活
動
へ
の
助
成

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
和歌山ビッグ愛７階
ＴＥＬ：073-435-5231
ＦＡＸ：073-435-5232

お問合せ先 『
い
の
ち
を
つ
な
ぐ「
相
談
員
」の
減
少
を

く
い
と
め
な
け
れ
ば
！
』

助
成
先（
福
）和
歌
山
い
の
ち
の
電
話
協
会

　
こ
れ
ま
で
も
全
国
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
員（
以
下
相
談
員
）の

減
少
は
問
題
化
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
を
休
止

す
る
相
談
員
が
増
加
。和
歌
山
で

も
相
談
電
話
を
受
信
で
き
る
件
数

が
2
0
2
0
年
は
前
年
の
約
40
％

も
減
少
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
半
面
、自
ら
の
命
を
絶
つ
と
い
う
よ
う
な
痛
ま
し
い
報
道

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
共
同
募
金
会
で
は
、相
談
員
の
減
少
を
食
い
止
め
、電
話

を
か
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
広
報
活
動
等
の
充
実
に
よ
り
2
0
2
2
年
は
相
談
員
希

望
者
が
増
加
。「
い
の
ち
の
電
話
」は
、訓
練
を
受
け
た
相
談

員
の
方
々
が
電
話
を
通
し
て
寄
り
添
い
、

心
の
支
え
に
な
る
べ
く
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
痛
み
」を
話
せ
る

電
話
で
す
。

　
共
同
募
金
会
は
、そ
の
よ
う

な「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
支
援
活

動
」を
支
援
し
て
い
ま
す
。

／8月16日㈫・8月17日㈬  どちらも10：25～15：30
／和歌山ビッグ愛

キャリアパス対応生涯研修・中堅職員研修

※スポーツ交流大会は、7月頃、シルバー美術展は、10月頃、正式に各市町村、各市町村社会福祉協議会、市町村老人クラブ連合会等に開催
要領を送付させていただきます。
お問合せ・お申込先 地域福祉部 いきいき長寿社会センター（県社協内） TEL：073-435-5214　FAX：073-435-5221

開催日時

会 場

／10月25日㈫ 9：25～17：50
　10月26日㈬ 9：25～16：40
／和歌山ビッグ愛 ／8月30日㈫（必着）受講申込期限

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

種　目開催区分 開催場所
グラウンド・ゴルフ① 河西緩衝緑地公園サッカー場（和歌山市） 300名(先着順)

予備日
10月17日㈪

開催日程
9月5日㈪

ペタンク 河西緩衝緑地公園野球場（和歌山市） 64チーム(先着順)9月28日㈬9月9日㈮
パークゴルフ 紀美野町ふれあい公園 パークゴルフ場 150名(先着順)9月30日㈮9月21日㈬

グラウンド・ゴルフ② 南山スポーツ公園（日高川町） 280名(先着順)12月13日㈫11月29日㈫
ゲートボール 野口ゲートボール場（御坊市） 30チーム(先着順)12月9日㈮12月8日㈭

グラウンド・ゴルフ③ 潮岬青少年の家（串本町） 200名(先着順)12月23日㈮12月15日㈭

シルバー美術展 和歌山ビッグ愛１階展示ホール（和歌山市） 令和5年2月17日㈮～20日㈪

参加募集定員

交流大会
・選考会

交流大会

交流大会
・選考会

　
令
和
３
年
度
は
、「
誰
も
が
支
え
、支
え
ら

れ
安
心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
第
５
次
和
歌
山
県
社
会

福
祉
協
議
会
活
動
計
画
の
５
年
計
画
の
最

終
年
次
と
し
て
、「
社
会
的
孤
立
の
防
止
」

「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
」「
災
害

時
の
福
祉
救
援
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
」の
４
つ
の
重
点
目
標
の
も
と
、各
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
事
業
の
概
要
を
抜
粋
し
て

報
告
し
ま
す
。

◆
社
会
的
孤
立
の
防
止

○
令
和
２
年
度
と
同
様
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
特
例
貸
付
に

追
わ
れ
た
１
年
で
し
た
。令
和
４
年
３
月

末
ま
で
の
特
例
貸
付
の
決
定
状
況
は

3
0
，4
7
3
件（
1
2
，4
4
5
，2
7
9
，

5
0
0
円
）で
す
。

○「
第
33
回
近
畿
地
域
福
祉
学
会（
兼 

和
歌

山
県
地
域
福
祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」を

開
催
し
、社
会
的
孤
立
と
向
き
合
う
県
内

実
践
事
例
の
共
有
・
普
及
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

○
㈱
オ
ー
ク
ワ
と「
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
係
る
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
。販
売
期
限
を
迎
え
た
精
米
等
を
本

会
に
寄
贈
い
た
だ
き
、市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
地
域
で
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
・
個
人
、社
会
福
祉
施
設
等

へ
配
分
す
る
仕
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
の
概
要

Ⅰ

決
算
報
告
の
概
要

Ⅱ

◆
地
域
福
祉
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
実
利

用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、令
和

３
年
度
末
で
は
7
0
0
名
と
な
り
ま
し

た
。

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
、

圏
域
及
び
人
口
同
規
模
自
治
体
に
よ
る

意
見
交
換
会
を
県
内
４
か
所
で
県
と
共

催
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

◆
災
害
時
の
福
祉
救
援

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
の
知
識
や
経
験
を
有
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
中
核
ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
」を

開
催
し
ま
し
た
。

○
和
歌
山
市
六
十
谷
水
管
橋
崩
落
事
故
で

は
、紀
の
川
以
北
に
開
設
さ
れ
た
応
急

給
水
所
の
う
ち
４
カ
所
に
延
べ
30
名
の

県
社
協
職
員
を
派
遣
し
、給
水
活
動
を

支
援
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

○
介
護
職
の
外
国
人
材
拡
大
に
つ
い
て
、

相
談
会
及
び
研
修
会
を
開
催
し
、受
入

事
業
所
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
福
祉
事
業
所
の

人
材
育
成
支
援
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
を
導
入
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度  

和
歌
山
県
社
協
　
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
概
要

お
問
合
せ
先

総
務
企
画
部
　
総
務
経
営
班
　
T
E
L

：

０
７
３-

4
3
5-
5
2
2
2

／7月26日㈫（必着）受講申込期限

介護の仕事未経験者向け
研修会・就職相談会

／県内の介護現場で就労を希望する方・介護や介
護の仕事に少しでも興味のある方

／10名程度（先着順） ※就職相談会は定員なし（当日参加可能）

受講対象者

定 員

　介護未経験者に向けた入門的な研修会を開催します。介護者と
しての必要最低限の知識・技術が身に付く内容となっており、自ら
の健康維持や家族介護にも役立ちます。
　研修会の最終日には、未経験者でも安心して仕事を始められる
よう就職相談会を実施します。就職相談会のみの参加も可能です。

の

はじめよう！
福祉　仕事福祉　仕事

キメジロウ

ハジメ羊
ヨウ

受講料
無料

※令和4年度  第１回福祉・介護・保育のしごとフェアと同時開催となります

田辺
会場

県介護普及センター TEL：0739-22-6589
田辺市社会福祉協議会 
紀南福祉人材バンク
TEL：0739-26-4918

研修についてお
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

就　職
相談会
について

8月10日㈬ 9:30～16:20
8月11日㈭㈷ 9:30～14:00

田辺市民
総合センター
２階
交流ホール

8月11日㈭㈷
14:00～15:30

会場・日時 研修会 就職相談会

日　時

会　場

ビッグ・ユー（田辺市）
研修室２
田辺市民総合センター
４階　交流ホール

﹇
10
日
﹈﹇
11
日
﹈

■生活福祉資金関係会計 収支概要 （単位：円） （単位：円）■一般会計 収支概要

（単位：円）■総合貸借対照表

令和4年度 紀の国いきいき健康長寿祭スポーツ交流大会［兼：（ねんりんピック愛顔のえひめ2023）選考会］を開催します。
えがお
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※研修の受講には、受講料がかかります。 ※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、直接お問合せください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内）
TEL：073－435－5210

お
問
合
せ
先

発達障がい児・者処遇研修（応用編）
開催日時
会 場

／8月2日㈫ 10：25～16：00
／オンライン ／7月12日㈫（必着）受講申込期限

児童の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／8月10日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／7月20日㈬（必着）受講申込期限

アンガーマネジメント研修
アサーティブコミュニケーション研修
開催日時
会 場

介護技術研修（基礎）
開催日時
会 場

／8月24日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月3日㈬（必着）受講申込期限

感染症予防対策研修
開催日時
会 場

／9月7日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月17日㈬（必着）受講申込期限

高齢者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／9月14日㈬ 10：25～16：00
／上富田文化会館 ／8月24日㈬（必着）受講申込期限

お問合せ（土・日・祝日を除く、9時～17時まで）

　豊富な知識や経験､資格や技能を持っ
た高齢者がたくさん登録されています。
　地域でのお手伝い､イベントや学習会､
学校行事などで活用してみませんか！

わかやま元気シニア生きがいバンク

わかやま元気シニア生きがいバンク

□人材を探す　□活動のご依頼
□バンクへの登録　 WEBで検索！

わかやま元気シニア生きがいバンクわかやま元気シニア生きがいバンク

高齢者の生きがいづくり

073‒435‒5214 info@akaihane-wakayama.or.jpメール

https://www.akaihane-wakayama.or.jp/Ｈ Ｐ

赤
い
羽
根

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
支
援
活
動
へ
の
助
成

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
和歌山ビッグ愛７階
ＴＥＬ：073-435-5231
ＦＡＸ：073-435-5232

お問合せ先 『
い
の
ち
を
つ
な
ぐ「
相
談
員
」の
減
少
を

く
い
と
め
な
け
れ
ば
！
』

助
成
先（
福
）和
歌
山
い
の
ち
の
電
話
協
会

　
こ
れ
ま
で
も
全
国
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
員（
以
下
相
談
員
）の

減
少
は
問
題
化
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
を
休
止

す
る
相
談
員
が
増
加
。和
歌
山
で

も
相
談
電
話
を
受
信
で
き
る
件
数

が
2
0
2
0
年
は
前
年
の
約
40
％

も
減
少
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
半
面
、自
ら
の
命
を
絶
つ
と
い
う
よ
う
な
痛
ま
し
い
報
道

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
共
同
募
金
会
で
は
、相
談
員
の
減
少
を
食
い
止
め
、電
話

を
か
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
広
報
活
動
等
の
充
実
に
よ
り
2
0
2
2
年
は
相
談
員
希

望
者
が
増
加
。「
い
の
ち
の
電
話
」は
、訓
練
を
受
け
た
相
談

員
の
方
々
が
電
話
を
通
し
て
寄
り
添
い
、

心
の
支
え
に
な
る
べ
く
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
痛
み
」を
話
せ
る

電
話
で
す
。

　
共
同
募
金
会
は
、そ
の
よ
う

な「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
支
援
活

動
」を
支
援
し
て
い
ま
す
。

／8月16日㈫・8月17日㈬  どちらも10：25～15：30
／和歌山ビッグ愛

キャリアパス対応生涯研修・中堅職員研修

※スポーツ交流大会は、7月頃、シルバー美術展は、10月頃、正式に各市町村、各市町村社会福祉協議会、市町村老人クラブ連合会等に開催
要領を送付させていただきます。
お問合せ・お申込先 地域福祉部 いきいき長寿社会センター（県社協内） TEL：073-435-5214　FAX：073-435-5221

開催日時

会 場

／10月25日㈫ 9：25～17：50
　10月26日㈬ 9：25～16：40
／和歌山ビッグ愛 ／8月30日㈫（必着）受講申込期限

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

種　目開催区分 開催場所
グラウンド・ゴルフ① 河西緩衝緑地公園サッカー場（和歌山市） 300名(先着順)

予備日
10月17日㈪

開催日程
9月5日㈪

ペタンク 河西緩衝緑地公園野球場（和歌山市） 64チーム(先着順)9月28日㈬9月9日㈮
パークゴルフ 紀美野町ふれあい公園 パークゴルフ場 150名(先着順)9月30日㈮9月21日㈬

グラウンド・ゴルフ② 南山スポーツ公園（日高川町） 280名(先着順)12月13日㈫11月29日㈫
ゲートボール 野口ゲートボール場（御坊市） 30チーム(先着順)12月9日㈮12月8日㈭

グラウンド・ゴルフ③ 潮岬青少年の家（串本町） 200名(先着順)12月23日㈮12月15日㈭

シルバー美術展 和歌山ビッグ愛１階展示ホール（和歌山市） 令和5年2月17日㈮～20日㈪

参加募集定員

交流大会
・選考会

交流大会

交流大会
・選考会

　
令
和
３
年
度
は
、「
誰
も
が
支
え
、支
え
ら

れ
安
心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
第
５
次
和
歌
山
県
社
会

福
祉
協
議
会
活
動
計
画
の
５
年
計
画
の
最

終
年
次
と
し
て
、「
社
会
的
孤
立
の
防
止
」

「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
」「
災
害

時
の
福
祉
救
援
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
」の
４
つ
の
重
点
目
標
の
も
と
、各
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
事
業
の
概
要
を
抜
粋
し
て

報
告
し
ま
す
。

◆
社
会
的
孤
立
の
防
止

○
令
和
２
年
度
と
同
様
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
特
例
貸
付
に

追
わ
れ
た
１
年
で
し
た
。令
和
４
年
３
月

末
ま
で
の
特
例
貸
付
の
決
定
状
況
は

3
0
，4
7
3
件（
1
2
，4
4
5
，2
7
9
，

5
0
0
円
）で
す
。

○「
第
33
回
近
畿
地
域
福
祉
学
会（
兼 

和
歌

山
県
地
域
福
祉
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」を

開
催
し
、社
会
的
孤
立
と
向
き
合
う
県
内

実
践
事
例
の
共
有
・
普
及
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

○
㈱
オ
ー
ク
ワ
と「
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
係
る
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
。販
売
期
限
を
迎
え
た
精
米
等
を
本

会
に
寄
贈
い
た
だ
き
、市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
地
域
で
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
・
個
人
、社
会
福
祉
施
設
等

へ
配
分
す
る
仕
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
の
概
要

Ⅰ

決
算
報
告
の
概
要

Ⅱ

◆
地
域
福
祉
権
利
擁
護
体
制
の
構
築

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
実
利

用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、令
和

３
年
度
末
で
は
7
0
0
名
と
な
り
ま
し

た
。

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
、

圏
域
及
び
人
口
同
規
模
自
治
体
に
よ
る

意
見
交
換
会
を
県
内
４
か
所
で
県
と
共

催
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

◆
災
害
時
の
福
祉
救
援

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
の
知
識
や
経
験
を
有
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
中
核
ス
タ
ッ
フ
養
成
研
修
」を

開
催
し
ま
し
た
。

○
和
歌
山
市
六
十
谷
水
管
橋
崩
落
事
故
で

は
、紀
の
川
以
北
に
開
設
さ
れ
た
応
急

給
水
所
の
う
ち
４
カ
所
に
延
べ
30
名
の

県
社
協
職
員
を
派
遣
し
、給
水
活
動
を

支
援
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

○
介
護
職
の
外
国
人
材
拡
大
に
つ
い
て
、

相
談
会
及
び
研
修
会
を
開
催
し
、受
入

事
業
所
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
福
祉
事
業
所
の

人
材
育
成
支
援
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
を
導
入
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度  

和
歌
山
県
社
協
　
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
概
要

お
問
合
せ
先

総
務
企
画
部
　
総
務
経
営
班
　
T
E
L

：

０
７
３-

4
3
5-

5
2
2
2

／7月26日㈫（必着）受講申込期限

介護の仕事未経験者向け
研修会・就職相談会

／県内の介護現場で就労を希望する方・介護や介
護の仕事に少しでも興味のある方

／10名程度（先着順） ※就職相談会は定員なし（当日参加可能）

受講対象者

定 員

　介護未経験者に向けた入門的な研修会を開催します。介護者と
しての必要最低限の知識・技術が身に付く内容となっており、自ら
の健康維持や家族介護にも役立ちます。
　研修会の最終日には、未経験者でも安心して仕事を始められる
よう就職相談会を実施します。就職相談会のみの参加も可能です。

の

はじめよう！
福祉　仕事福祉　仕事

キメジロウ

ハジメ羊
ヨウ

受講料
無料

※令和4年度  第１回福祉・介護・保育のしごとフェアと同時開催となります

田辺
会場

県介護普及センター TEL：0739-22-6589
田辺市社会福祉協議会 
紀南福祉人材バンク
TEL：0739-26-4918

研修についてお
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

就　職
相談会
について

8月10日㈬ 9:30～16:20
8月11日㈭㈷ 9:30～14:00

田辺市民
総合センター
２階
交流ホール

8月11日㈭㈷
14:00～15:30

会場・日時 研修会 就職相談会

日　時

会　場

ビッグ・ユー（田辺市）
研修室２
田辺市民総合センター
４階　交流ホール

﹇
10
日
﹈﹇
11
日
﹈

■生活福祉資金関係会計 収支概要 （単位：円） （単位：円）■一般会計 収支概要

（単位：円）■総合貸借対照表

令和4年度 紀の国いきいき健康長寿祭スポーツ交流大会［兼：（ねんりんピック愛顔のえひめ2023）選考会］を開催します。
えがお
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令
和
4年
7月
1日
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SDGｓ× 地域共生社会
地域をつなぐ 地域を支える 企業のチカラ

特 集
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令和4年 和歌山県知事表彰

みやざき

わかやまけんふくわじゅつきょうかい

［ボランティア個人］

宮﨑　外治　様（有田川町）
［ボランティア団体］

和歌山県腹話術協会　様（和歌山市）

そとじ

こ
の
冊
子
は
、

印
刷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
で

「もったいない」を「支えあい」につなげよう～㈱オークワからの精米寄贈～（２～３頁に関連記事）「もったいない」を「支えあい」につなげよう～㈱オークワからの精米寄贈～（２～３頁に関連記事）

・ 夏のボランティア体験月間のご案内
・ 介護福祉士実務者研修受講資金貸付募集のご案内
・ 苦情解決のツボ
・ 令和３年度　和歌山県社協　事業報告・決算報告の概要
・ 赤い羽根共同募金

4

5
6

・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー
・ 令和4年 和歌山県知事表彰
ふ く し

7
8

機
関
を
訪
問
し
た
り
、
児
童
と
面
接
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
を
退
所
し
た
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
児
童
と
の
関
わ
り
を
継
続
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

過
去
・
現
在
・
未
来
の
共
有

　入
所
し
て
い
る
児
童
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
逆
境
体
験
を
抱
え
て
い
た

り
し
ま
す
。
過
去
の
被
害
体
験
や
傷
つ
き
体
験
等
へ
の
心
理
的
ケ
ア

を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
の
問
題
の
改
善
に
向
け
た
検
討
や
将
来
の

な
り
た
い
自
己
像
を
共
有
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
語
り
と
自
己
決

定
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

心
理
療
法
担
当
職
員
の
や
り
が
い

　施
設
で
は
、
規
則
正
し
い
生
活
や
少
人
数
で
の
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
不
規
則
な
生
活
を
送
っ
て
き

た
児
童
も
多
い
で
す
が
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
や
安
定
し
た
生

活
の
な
か
で
、
児
童
は
ぐ
っ
と
成
長
す
る
時
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

発
育
を
見
る
の
が
や
り
が
い
で
す
。
24
時
間
児
童
を
指
導
し
て
い
る

寮
の
職
員
と
は
異
な
る
目
線
で
、
児
童
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　私
自
身
、
大
学
時
代
に
偶
然
入
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

で
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
っ
た
こ
と
が
福
祉
の
仕

事
に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
福
祉
に
関

係
す
る
仕
事
を
目
指
さ
れ
る
方
や
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
一
つ
の

き
っ
か
け
や
出
会
い
の
中
で
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　今
回
は
、
児
童
自
立
支
援
施
設
「
和
歌
山
県
立
仙
渓
学
園
」
で
心
理

療
法
担
当
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
岩
田
智
和
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

心
理
療
法
担
当
職
員
に
な
る
ま
で
の
過
程

　平
成
10
年
に
県
の
福
祉
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
仙
渓
学
園
で
児
童

自
立
支
援
専
門
員
と
し
て
勤
務
後
、
新
宮
市
に
あ
る
児
童
相
談
所
、
次

い
で
和
歌
山
市
、
田
辺
市
に
あ
る
児
童
相
談
所
の
児
童
心
理
司
を
経

て
、
平
成
28
年
か
ら
仙
渓
学
園
の
心
理
療
法
担
当
職
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

一
日
の
流
れ

　朝
は
毎
日
の
引
き
継
ぎ
時
に
、
寮
の
職
員
か
ら
昨
日
の
児
童
の
様
子

等
を
聞
き
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
関
係

住 所
T E L
F A X

：紀の川市東三谷900
：0736-77-3172
：0736-77-4740

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

生活の中で
児童を見守る

児童自立支援施設

和歌山県立仙渓学園

心理療法担当職員 岩田　智和さん

わかやまけんりつせんけいがくえん

いわ  た ともかず

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

児
童
自
立
支
援
施
設
と
は

　児
童
自
立
支
援
施
設
は
、不
良
行
為
を
行
っ
た
、あ
る
い
は
行
う
お
そ
れ
の

あ
る
児
童
等
、生
活
指
導
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の
自
立
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。

　仙
渓
学
園
の
歴
史
は
古
く
、今
年
で
創
立
1
1
3
年
を
迎
え
ま
し
た
。施
設

内
に
小
・
中
学
校
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、学
校
教
育
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。児

童
が
職
員
と
生
活
を
共
に
し
、基
本
的
な
生
活
習
慣
や
対
人
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
健
全
な
人
間
関
係
を
築
き
、将
来
的
に
地
域
社
会
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

心
理
療
法
担
当
職
員
と
は

　心
理
療
法
担
当
職
員
は
、心
理
的
ケ
ア
や
問
題
性
の
改
善
等
が
必
要
な
児

童
に
対
し
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
教
育
を
行
い
、心
理
的
安
定
や
自
立
に

向
け
た
心
理
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取材後記
　児童自立支援施設を含む社会的養護の
分野で働く職員が不足しているという話も
お伺いしました。県社協内にある県福祉人
材センター（ハートワーク）での求職者との
マッチングを含め、引き続き連携を強化し
ていきたいと確認しました。

地域福祉の向上、及び災害ボランティア活動事業推進のため、ご寄附
いただきました。心から御礼申し上げます。

ご寄附ありがとうございます。
おおた かずこ おおうら みさお

故 太田　和子　様 • 大浦　操　様

　5月27日、アバローム紀の国（和歌山市）に於いて令和4年和歌山県知事表彰式が執り行われました。
　和歌山県知事表彰は、公共の福祉増進に功労のあった個人・団体を表彰し、功績をたたえることを目的とされています。
　ボランティア功労として、登下校中の子ども達の見守り活動に率先して取り組むなど、地域におけるボランティア活動の推進に尽力
された宮﨑外治様、腹話術を用いて、人権・防災・交通安全等の語りかけを続け、学校や施設への訪問ボランティア活動に尽力された
和歌山県腹話術協会様が受賞されました。

左から
和歌山県腹話術協会会長　宮本様、
宮﨑様、仁坂県知事

県社協のフェイスブックとインスタグラム
を開設しました。


